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事件番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議
結果

報告第16号 専決処分の承認を求めることについ
て（平成26年度高萩市一般会計補
正予算（第４号））

歳入歳出それぞれに2,194万５千円を追加した
ことを報告するもの。内容は衆議院議員総選挙
経費。

原案
承認

報告第17号 専決処分の報告について（損害賠償
の額の決定及び和解について）

損害賠償及び和解のうち、50万円以下の専決
事項について報告するもの

―

報告第18号 専決処分の報告について（損害賠償
の額の決定について）

損害賠償及び和解のうち、50万円以下の専決
事項について報告するもの

―

報告第19号 専決処分の報告について（高萩中学
校校舎耐震補強・津波避難施設整備
工事請負契約の変更について）

議会の議決すべき契約のうち、500万円以内の
変更の専決事項について報告するもの

―

報告第20号 専決処分の報告について（訴えの提
起について）

市営住宅管理上必要な訴えの提起の専決事項に
ついて報告するもの

―

報告第21号 専決処分の報告について（訴えの提
起について）

市営住宅管理上必要な訴えの提起の専決事項に
ついて報告するもの

―

議案第74号 人権擁護委員の候補者の推薦につい
て

小松知英氏（上手綱）が任期満了となることか
ら、再任について意見を求めるもの

原案
同意

議案第75号 人権擁護委員の候補者の推薦につい
て

鈴木廣美氏（上君田）が任期満了となることか
ら、再任について意見を求めるもの

原案
同意

議案第76号 公の施設の使用料見直しに伴う関係
条例の整備に関する条例の制定につ
いて

12施設の使用料について、改定を行うもの。新
規設定料金数２、見直し料金数59（引上げ５、
引下げ54）。

原案
可決

議案第77号 高萩市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

人事院勧告に伴い、本年度の給与水準の改定と
給与制度の総合的見直しを行うもの

原案
可決

議案第78号 高萩市行政手続条例の一部改正につ
いて

行政手続法の一部改正に伴い、処分及び指導に
関する手続きについて改正するもの

原案
可決

議案第79号 高萩市手数料条例の一部改正につい
て

地籍調査等の成果の写し交付手数料の改定を行
う

原案
可決

議案第80号 高萩市国民健康保険条例の一部改正
について

出産育児一時金の基本額を40万４千円とする
もの

原案
可決

議案第81号 指定管理者の指定について 花貫物産センターの指定管理者について指定を
行うもの。期間は、平成27年４月１日から３
年間。

原案
可決

議案第82号 字の区域の変更について 赤浜地区の土地改良事業で新しく整理された区
画をもとに字の区域を変更するもの

原案
可決

議案第83号 平成26年度高萩市一般会計補正予
算（第５号）

歳入歳出それぞれに１億1,921万円を追加する
もの。内容は、国保会計への繰出金、人件費の
増等。

原案
可決

議案第84号 平成26年度高萩市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれに１億5,971万円を追加する
もの。内容は療養給付経費等。

原案
可決

議案第85号 平成26年度高萩市後期高齢者医療
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれに115万５千円を追加するも
の。

原案
可決

平成26年第４回定例会に提出された議案等
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事件番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議
結果

議案第86号 平成26年度高萩市介護保険事業特
別会計補正予算（第２号）

保険事業勘定の歳入歳出それぞれに1,810万５
千円を追加するもの

原案
可決

議案第87号 平成26年度高萩市水道事業会計補
正予算（第２号）

収益的収入及び支出において、水道事業費用を
91万８千円増額するもの

原案
可決

議案第88号 平成26年度高萩市工業用水道事業
会計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出において、工業用水道事業
費用を62万１千円増額するもの

原案
可決

議員の派遣について 茨城県市議会議長会が主催する議員研修会へ５
人が参加するもの

原案
可決

議 案 質 疑

今
川
敏
宏　

議
員

質
問
　
こ
の
工
事
の
入
札
参
加
業
者
数

は
７
社
で
、
落
札
価
格
は
１
億
４
２
０

０
万
円
。
入
札
最
高
額
と
の
差
額
は
２

９
０
万
円
。
今
回
の
３
３
４
万
円
の
追

加
で
、
入
札
最
高
額
よ
り
44
万
円
高
く

な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
追
加
に
な
っ
た
理
由
は
、

校
舎
天
井
裏
に
隠
れ
て
い
た
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
工
事
が
発
生
し
た
こ
と
と
、

耐
震
ブ
レ
ー
ス
の
大
き
さ
が
亜
鉛
メ
ッ

キ
を
す
る
た
め
に
は
大
き
す
ぎ
た
の
で
、

分
割
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
す
。

今
後
は
適
切
な
工
事
の
進
捗
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

飯
田
毅
昭　

議
員

質
問
　
学
校
給
食
費
、
給
食
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
の
中
、
賄
材
料
費
の
補
正

増
額
の
理
由
、
ま
た
地
場
産
食
材
も
含

め
食
材
の
使
用
産
地
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。
　

教
育
部
長
　
現
在
、
学
校
給
食
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
５
校
と
中
学
校
４
校
で

１
日
当
た
り
２
４
１
６
食
の
給
食
を
つ

く
っ
て
お
り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
予
定
に
比
べ
、
乳
製
品
や
肉
類

の
高
騰
や
気
候
不
順
に
よ
る
青
果
物
の

価
格
高
騰
が
あ
り
、
賄
材
料
費
の
不
足

が
予
想
さ
れ
る
た
め
に
補
正
を
行
う
。

ま
た
、
食
材
産
地
の
使
用
状
況
の
割
合

は
、米
１
０
０
％
を
初
め
高
萩
産
14
％
、

茨
城
産
34
％
、
国
内
産
40
％
、
外
国
産

12
％
と
な
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
以
降
の
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
へ
の
負
担
を
配
慮
し

な
が
ら
、
児
童
生
徒
に
安
心
安
全
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
に
、
給
食
費
の
値

上
げ
を
せ
ざ
る
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

平　

正
三　

議
員

質
問
　
市
有
地
（
車
検
場
跡
地
）
整
備

事
業
の
工
事
の
目
的
、
場
所
、
面
積
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
高
萩
工
業
高
等
学

校
跡
地
を
不
動
産
鑑
定
す
る
理
由
に
つ

経
営
戦
略
部
長
　
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場

以
外
の
土
地
は
、
来
年
３
月
末
に
明
秀

学
園
に
譲
渡
す
る
予
定
で
あ
り
、
譲
渡

価
格
は
、
平
成
24
年
12
月
に
茨
城
県
よ

り
払
い
下
げ
を
受
け
た
価
格
４
４
０
０

万
円
が
基
本
と
な
る
が
、
譲
渡
時
点
で

の
時
価
を
把
握
す
る
必
要
か
ら
不
動
産

鑑
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
市
有
地
を
何
と
お
り
に
分
割
し
、

売
却
価
格
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
伺
い

た
い
。

総
務
部
長
　
２
筆
に
分
筆
し
、
平
米
当

た
り
単
価
は
１
万
４
８
０
０
円
と
１
万

４
４
０
０
円
と
な
る
。

い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長
　
市
有
地
（
車
検
場
跡
地
）

整
備
事
業
の
工
事
目
的
は
土
地
を
分
割

し
て
公
募
を
行
う
た
め
で
あ
り
、
所
在

地
は
有
明
町
３
丁
目
19
番
地
の
１
、
面

積
は
８
９
９
・
94
平
米
で
あ
る
。

議
案
第
83
号　

平
成
26
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

報
告
第
19
号　

専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て
（
高
萩
中
学
校
校
舎
耐
震
補

強
・
津
波
避
難
施
設
整
備
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

有明町の売払い予定地

耐震ブレース
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12
月
15
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
報
告
１
件
、
議
案
９
件
、
陳
情
１
件
、

請
願
１
件
と
所
管
事
項
の
審
査
を
行
っ

た
。

○
公
の
施
設
の
使
用
料
見
直
し
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問
　
従
来
の
使
用
料
算
定
方
式
で
は
、

人
件
費
、
物
件
費
、
建
設
費
掛
け
る
貸

出
面
積
割
合
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
建

設
費
を
除
い
た
理
由
は
。

答
　
活
発
な
市
民
活
動
を
促
し
、
市
民

の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
観

点
か
ら
、
今
回
、
建
設
費
を
除
い
て
、

人
件
費
と
物
件
費
を
経
費
と
す
る
も
の

で
す
。

○
平
成
26
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

問
　
歳
出
の
う
ち
高
萩
工
業
高
等
学
校

跡
地
管
理
経
費
５
１
９
万
２
０
０
０
円

に
つ
い
て
。
明
秀
高
校
に
売
却
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
不
動
産
鑑
定
委
託

料
、
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
分
筆
測
量

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
県
か

ら
払
い
下
げ
て
ま
だ
丸
２
年
で
明
秀
高

校
へ
売
り
渡
す
理
由
は
何
な
の
か
。

答
　
明
秀
学
園
で
は
、
工
業
高
校
跡
地

に
進
学
向
上
の
た
め
の
学
習
施
設
や
柔

道
、
剣
道
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
等
の
練
習

場
の
確
保
の
考
え
が
あ
る
。
そ
の
要
望

を
踏
ま
え
て
、
来
年
３
月
末
を
目
途
に

譲
渡
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
サ
ッ
カ

ー
場
の
条
例
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

管
理
区
分
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
課
税
事
務
経
費
の
う
ち
土
地
鑑
定

評
価
委
託
料
26
万
円
の
事
業
内
容
及
び

目
的
に
つ
い
て
。

答
　
市
内
に
新
設
稼
働
し
た
太
陽
光
発

電
施
設
用
地
の
課
税
根
拠
を
明
確
に
す

る
た
め
に
鑑
定
評
価
い
た
だ
く
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
、
不
動
産
鑑
定
士

に
鑑
定
評
価
を
い
た
だ
き
、
意
見
を
参

考
に
、
来
年
度
以
降
の
適
正
課
税
を
図

る
も
の
で
す
。

問
　
土
木
総
務
事
務
経
費
の
う
ち
橋
梁

台
帳
整
備
委
託
料
50
万
円
、
河
川
台
帳

整
備
委
託
料
30
万
円
に
つ
い
て
、
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
　
橋
梁
台
帳
整
備
委
託
料
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
１
８
０
橋
の
現
地
調
査
、

測
量
を
行
い
、
図
面
、
写
真
等
を
添
付

し
た
台
帳
を
作
成
し
ま
す
。

　
河
川
台
帳
整
備
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

市
が
管
理
す
る
準
用
河
川
４
河
川
、
普

通
河
川
26
河
川
の
平
面
図
と
約
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ご
と
の
断
面
図
と
写
真
を
添

付
し
た
台
帳
を
つ
く
り
ま
す
。

　
26
年
度
、
27
年
度
の
２
か
年
継
続
事

業
で
総
額
１
６
０
０
万
円
で
す
が
、
そ

の
全
額
が
震
災
対
応
の
県
の
補
助
金
で

す
。

○
平
成
26
年
度
高
萩
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

問
　
債
務
負
担
行
為
、
浄
水
場
（
第
一
・

関
口
浄
水
場
）
運
転
管
理
業
務
委
託
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
３

年
間
、
限
度
額
２
億
２
７
３
９
万
２
０

０
０
円
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
業
内

容
の
説
明
を
求
め
る
。

答
　
浄
水
場
に
張
り
つ
く
人
員
は
15
名

で
、
３
６
５
日
24
時
間
対
応
の
内
容
を

交
代
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務

内
容
は
、
浄
水
場
の
運
転
管
理
、
機
械

の
運
転
管
理
、
水
質
の
管
理
、
水
量
の

管
理
で
す
。
ま
た
、
水
源
域
の
巡
視
、

採
水
・
取
水
施
設
や
導
水
施
設
や
配
水

施
設
等
の
管
理
も
あ
り
ま
す
。
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
24
年
度
か
ら
26
年
度
の

３
年
間
分
と
比
較
す
る
と
、
労
務
単
価

の
増
な
ど
に
よ
り
、
約
20
％
の
増
に
な

っ
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
事
項

問
　
消
防
団
の
装
備
の
充
実
強
化
と
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
の
こ
れ
ま
で
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

答
　
消
防
団
の
装
備
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
ま
で
に
反
射
ベ
ス
ト
、
防
寒

ジ
ャ
ン
パ
ー
、
編
み
上
げ
靴
を
整
備
し

た
。26
年
度
か
ら
は
計
画
的
に
防
火
衣
、

救
命
胴
衣
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
の
不

足
分
を
補
う
。
27
年
度
に
は
、
防
塵
眼

鏡
、
防
塵
マ
ス
ク
等
の
計
画
的
な
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
報
酬
、
費
用
弁
償

（
出
場
手
当
）
に
つ
い
て
、
徐
々
に
見

直
し
を
す
る
計
画
で
す
。

委 員 会 審 査 報 告

総
務
建
設
経
済
委
員
会

消防団員（消防出初式）

竜子川と石崎橋（下手綱）

2015年2月5日（第133号） （第133号） （　）4

第
４
回
定
例
会



　
12
月
12
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
６
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

○
公
の
施
設
の
使
用
料
見
直
し
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問
　
施
設
使
用
料
の
算
定
方
法
の
見
直

し
、
新
し
い
料
金
設
定
と
な
る
中
で
、

原
価
計
算
か
ら
建
設
費
を
除
い
た
こ
と

は
非
常
に
積
極
的
に
評
価
し
ま
す
。
新

し
い
料
金
と
旧
料
金
の
比
較
は
わ
か
り

ま
す
が
、
今
回
は
結
論
だ
け
示
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
算
定
根
拠
の
資
料
の
提

出
を
要
求
し
ま
す
。

答
　
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
会
期

中
に
提
出
し
ま
す
。

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問
　
産
科
医
療
補
償
掛
金
相
当
加
算
額

の
引
き
下
げ
ら
れ
た
理
由
は
。

答
　
補
償
制
度
発
足
か
ら
５
年
が
経
過

し
剰
余
金
が
あ
り
、
今
回
掛
金
相
当
分

を
引
き
下
げ
ま
し
た
。
補
償
額
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
26
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）　　
　

問
　
私
立
保
育
園
経
費
の
う
ち
、
保
育

委
託
料
の
増
額
の
内
容
は
。

答
　
補
正
は
、
当
初
の
見
込
み
に
対
し

て
０
歳
児
が
６
名
の
増
、
１
～
２
歳
児

が
13
名
増
え
た
関
係
で
、
各
私
立
保
育

園
に
支
払
う
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

問
　
債
務
負
担
行
為
補
正
の
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
に

つ
い
て
、
限
度
額
の
増
の
理
由
は
。
ま

た
、
年
度
末
の
３
月
で
契
約
が
切
れ
る

た
め
、
新
年
度
４
月
か
ら
の
債
務
負
担

行
為
を
設
定
し
た
と
い
う
が
、
業
務
管

理
業
者
を
決
定
し
て
い
く
の
か
。

答
　
限
度
額
の
増
は
、
人
件
費
及
び
消

費
税
の
ア
ッ
プ
よ
る
も
の
で
す
。
消
費

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
額
で
１
９
５

万
円
、
３
年
間
で
５
８
５
万
円
の
増
と

算
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
件
費
と
し

て
は
、
労
務
費
と
経
費
の
み
で
す
。

　
業
者
は
、
競
争
入
札
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
現
段
階
で
業
者
の
指
名
関
係
の

条
件
設
定
が
未
確
定
で
、
入
札
業
者
が

市
内
に
何
社
と
か
、
県
外
に
何
社
と
い

う
話
は
、
所
管
課
と
し
て
は
で
き
な
い

状
況
で
す
。

問
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

の
賄
材
料
費
を
補
正
し
た
理
由
は
何
か
。

答
　
現
在
の
学
校
給
食
は
、
小
学
校
５

校
、
中
学
校
４
校
で
、
１
日
当
た
り
２

４
１
６
食
の
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
当
初
の
予
算
に
比
べ
消
費

税
の
改
定
と
と
も
に
、
乳
製
品
や
肉
類

の
高
騰
や
気
候
不
順
に
よ
る
青
果
物
が

高
騰
し
た
こ
と
に
よ
り
、
賄
材
料
費
の

不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
回
補
正

を
行
う
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問
　
一
般
会
計
か
ら
４
０
０
０
万
円
の

財
源
補
填
を
し
て
い
る
が
、
保
険
給
付

費
の
中
で
一
般
被
保
険
者
の
療
養
給
付

費
、
高
額
療
養
費
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
主
な
理
由
は
。

答
　
医
療
の
高
度
化
に
伴
っ
て
、
保
険

点
数
の
高
い
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
国
保
被
保
険
者
の
高
齢

化
よ
る
も
の
で
、
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
の
割
合
が
、
こ
こ
３
年
間
で
６
％
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
保
険

給
付
費
が
前
年
と
比
較
す
る
と
５
・
２

％
伸
び
て
い
る
た
め
、
増
額
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。
国
保
特
別
会
計
は
、
本

来
独
立
採
算
制
で
運
営
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
歳
入

面
で
不
足
分
が
生
じ
た
場
合
は
、
現
況

で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

委 員 会 審 査 報 告

文
教
厚
生
委
員
会

高萩市リサイクルセンター

高萩市立学校給食センター
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　震災復興等対策特別委員会は、平成23年12月に
震災からの復旧・復興を目的に設置して以来、計
35回の委員会開催と３回の現地視察調査を行って
きました。
　今回はこれまでの経過と成果を報告いたします。

ーザル方式により設計業者が選定され、３月には
設計業務委託契約を交わし基本設計が始まりまし
た。
　　　　　基本設計案が示されました。その内容
は、延べ床面積6,793㎡に拡大したものでした。建
設費については９月議会時に示すことになりまし
た。
　　　　　９月議会中の特別委員会で総事業費44
億円と示されました。これは明らかに計画変更で
あると指摘し、理由の説明と資料を請求しました。
　　　　　床面積と建設費の資料が示されました
が、賛成する議員と反対する議員、発言しない議
員で意見がまとめられず、次回に先送りしました。
　　　　　各議員から意見を求めました。反対意
見の主な理由は、「これまで承認してきた計画より
床面積や建設費を大きくしたのはおかしい。将来
の財政負担が心配だ。計画変更の手続きもしない
進め方がおかしいなど」です。賛成意見としては、

「必要な大きさならいいのでは。執行部が考えた
ものだからしょうがないだろう。どうせつくるな
ら大きくしてもいいものをつくった方がいいな
ど」です。この日も意見をまとめることはできず、
次回までに各議員が書面で意見を提出することに
しました。
　　　　　各議員から書面で意見が提出され、12
月議会中に開催する特別委員会でまとめることに
なりました。
　　　　　提出された意見をそのまままとめたと
ころ、委員長に対し「こんなまとめ方はない」と

震災復興等対策特別委員会　調査報告

地域防災計画
　計画案を徹底的に査定
し提言をまとめ、反映さ
せ計画が策定されました。
その計画に基づき対策を
進めています。曖昧であ
った避難場所については、
一時的に避難する緊急避
難場所と、備蓄倉庫等を
備え避難生活ができる指

の意見が出され紛糾しま
したが、最終的には「高
萩市本庁舎再建計画に立
ち戻り、面積を縮小する
方向で、基本設計を見直
すこと」という提言を、
全会一致で決定し市長に
提出しました。
　　　　　議会最終日に

定避難所を明確に指定しました。また、災害情報
伝達手段として、防災行政無線スピーカーを22か
所に設置するとともに、全社の携帯電話でエリア
メールが受信できるようにしました。また、使用
期限が切れる防災ＦＭを、コミュニティＦＭに変
更し防災ＦＭとしての機能を継続しています。

　公共施設の除染工事を実施、子どもの甲状腺超
音波検査を実施、風評被害など東京電力や国への
賠償請求をさせました。

　津波避難計画を策定し、現在、津波避難階段設
置工事、津波避難誘導灯設置工事が進んでいます。

　復旧はほぼ完了し、学校の耐震化は順次進行中
です。

　これまで26回にわたり審議を重ねています。現
在は基本設計の見直しが行われています。以下簡
略ですが見直しに至る経緯をお知らせします。
　　　　　　　「高萩市本庁舎再建計画（基本構
想・基本計画）」が提示され、延べ床面積6,000～
6,500㎡、総事業費30億円というものです。
　　　　　　　本庁舎再建計画のもとに、プロポ

開催された議会全員協議会において、市長から「議
会からの提言を重く受け止め、面積、予算とも縮
小する方向で見直す」との説明があり、現在、基
本設計見直し作業中です。

放射線被害対策

津波対策

公共施設の復旧と耐震化

市庁舎再建

平成25年10月

８月27日

平成26年２月

９月19日

10月17日

11月19日

11月27日

12月16日

12月18日
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賛
成
討
論　

大
足
光
司　

議
員

　
本
条
例
は
人
事
院
勧
告
に
伴
い
職
員

給
与
を
、
今
年
度
の
月
例
給
、
期
末
手

当
等
を
引
き
上
げ
る
一
方
、
来
年
４
月

か
ら
は
、「
給
与
制
度
の
総
合
的
な
見
直

し
」
の
名
の
も
と
に
、
地
方
の
給
与
配

分
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
、
月
例
給
を

平
均
２
％
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　
本
市
は
、
行
財
政
健
全
化
計
画
に
よ

る
職
員
数
の
削
減
で
、
職
員
の
業
務
量

は
増
大
し
、
さ
ら
に
、
震
災
復
興
の
業

務
も
増
加
し
、
管
理
職
を
初
め
職
員
の

労
働
条
件
は
悪
化
の
一
途
に
あ
り
ま
す
。

　
市
職
員
の
給
与
の
引
き
下
げ
は
、
公

務
員
労
働
者
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
年

金
、
最
低
賃
金
、
消
費
購
買
力
の
低
下

に
も
つ
な
が
り
、
地
域
経
済
の
建
て
直

し
に
非
常
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
月
例
給
等
の
引
き
上
げ
に
は

賛
同
し
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
の
月
例

給
の
引
き
下
げ
は
、
決
し
て
職
場
環
境

に
よ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
こ
の
議
案
に
今
回
は
賛
同

し
ま
す
が
、
今
後
の
給
与
の
見
直
し
を

行
う
場
合
は
、
職
場
で
働
く
者
の
意
見

を
重
視
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
長
に

強
く
求
め
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

反
対
討
論　

岩
倉
幹
良　

議
員

　
こ
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
高
萩
工

業
高
校
跡
地
管
理
経
費
と
し
て
不
動
産

鑑
定
委
託
料
74
万
２
０
０
０
円
、
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
分
筆
測
量
経
費
４
４

５
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
こ
の
跡
地
を
27
年
３
月
末
に
明
秀
学

園
に
譲
渡
す
る
た
め
行
う
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
、
譲
渡
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
平
成
25
年
３
月
25
日
に
交
わ

し
た
覚
書
に「
譲
渡
価
格
に
つ
い
て
は
、

高
萩
市
が
茨
城
県
か
ら
取
得
し
た
価
格

を
基
本
と
す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ま
で

に
支
払
わ
れ
た
賃
貸
料
を
勘
案
し
て
価

格
を
決
定
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

買
入
れ
価
格
４
４
０
０
万
円
、
賃
貸
料

約
４
０
０
万
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲

渡
価
格
は
４
０
０
０
万
円
と
な
る
。
覚

書
に
そ
っ
て
譲
渡
価
格
を
決
め
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
鑑
定
な
ど
か
け
る
必

要
は
な
い
。
ま
た
分
筆
測
量
に
つ
い
て

は
、
サ
ッ
カ
ー
場
だ
け
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
真
ん
中
に
ポ
ツ
ン
と
残
し
、
あ
と
の

全
部
を
明
秀
学
園
に
売
却
す
る
と
い
う
。

公
道
か
ら
の
通
路
、
ト
イ
レ
や
水
飲
み

場
を
設
け
ず
に
、
同
学
園
の
施
設
を
利

用
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
。
こ
れ
が
行

政
の
や
る
こ
と
で
す
か
。

賛
成
討
論　

作
山
里
美　

議
員

　
私
は
議
案
第
83
号
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

を
行
い
ま
す
。

　
12
月
16
日
の
常
任
委
員
会
で
私
は
本

案
件
に
反
対
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

高
萩
工
業
高
校
跡
地
管
理
経
費
５
１
９

万
２
０
０
０
円
が
承
認
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。
小
田
木
市
長
は
現
在
、
日

立
明
秀
高
校
に
賃
貸
し
て
あ
る
当
該
土

地
を
来
年
３
月
末
日
ま
で
に
同
校
に
売

却
す
る
旨
を
発
表
し
、
今
回
計
上
さ
れ

た
補
正
予
算
は
売
却
の
た
め
の
準
備
金

で
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
早
く
ト
ン
ネ
ル

行
為
を
な
お
強
く
印
象
づ
け
る
行
為
に

走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
理
解
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
日
全

協
で
の
市
長
の
説
明
で
そ
れ
も
や
む
な

し
と
理
解
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
つ

だ
け
強
く
要
望
し
て
お
き
た
い
。
跡
地

内
に
あ
る
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
市
民

の
福
利
厚
生
の
施
設
で
あ
り
、
公
の
施

設
と
し
て
残
す
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て

い
る
以
上
、
そ
の
進
入
路
・
ト
イ
レ
・

洗
面
所
等
付
帯
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
は
市

有
地
と
し
て
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
市
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
。

◎
請
願
・
陳
情

　
市
政
な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と

き
は
、
ど
な
た
で
も
市
議
会
に
請
願
・

陳
情
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請

願
・
陳
情
は
文
書
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
書
式
、
提
出
方
法
等

に
つ
い
て
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
は
、
議
会
で
審
議
し
、
採
択
、

不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
郵

送
で
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
議
員
へ
の

配
付
の
み
と
な
り
ま
す
。）

討 論

議
案
第
77
号　

高
萩
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
83
号　

平
成
26
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

請願・陳情の審議結果

件　　　　　名 結　果

総合運動広場設置に関する陳情書 採　　択

米価暴落に対し実効性ある緊急対
策を求める意見書の提出に関する
請願

継続審査
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新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

質
問　

岩
手
県
知
事
、
総
務
大
臣
を
務

め
た
増
田
寛
也
氏
の
編
著
に
よ
る
中
央

公
論
新
社
発
行
の
「
地
方
消
滅
」
に
よ

れ
ば
、
高
萩
市
の
人
口
は
、
２
０
４
０

年
に
は
１
万
８
１
８
０
人
に
ま
で
減
少

す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
中
で
、
新
庁
舎

建
設
を
考
え
る
場
合
に
、
こ
う
し
た
予

測
と
い
う
も
の
を
加
味
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
市
の
業
務
も
少
な
く
な
る
、
当

然
職
員
の
数
も
少
な
く
な
る
こ
と
を
考

え
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
コ
ン
パ
ク
ト
な
無

駄
の
な
い
庁
舎
、持
続
性
の
あ
る
庁
舎
、

の
建
設
を
す
べ
き
で
あ
る
。
読
売
新
聞

は
10
月
21
日
の
紙
上
で
、
県
内
44
市
町

村
の
経
常
収
支
比
率
と
公
債
費
に
つ
い

て
、
高
萩
市
は
そ
れ
ぞ
れ
98
・
７
％
、

17
・
２
％
で
ど
ち
ら
も
県
内
ワ
ー
ス
ト

１
で
あ
る
と
報
じ
た
。
新
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
は
、
基
本
設
計
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
る
提
案
を
求
め
た
結
果
、

最
優
秀
と
し
て
選
定
さ
れ
た
案
で
は
庁

舎
の
面
積
は
５
７
６
６
㎡
と
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
見
直
し
が
さ
れ
て
６
８
０

０
㎡
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
民

は
豪
華
な
庁
舎
は
望
ん
で
は
い
な
い
。

身
の
丈
に
合
っ
た
庁
舎
を
建
設
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
。

市
長
　
人
口
推
計
に
つ
い
て
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
れ
ば
２
０
４
０
年
に
は
約

２
万
人
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
回

の
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
人
口
が

減
少
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
身
の
丈

に
合
っ
た
庁
舎
建
設
と
い
う
こ
と
で
す

が
、基
本
設
計
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
に
基

づ
く
必
要
な
機
能
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

一 般 質 問

岩
倉
幹
良 

議
員

質
問　

市
民
の
間
で
県
北
医
療
セ
ン
タ

ー
の
医
師
不
足
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
11
年
前
に
「
高
萩
協
同
病
院
移
転

改
築
に
関
す
る
協
定
」
が
結
ば
れ
て
い

る
。「
県
北
地
域
に
お
け
る
医
療
供
給
体

制
を
確
保
し
、
総
合
的
な
医
療
機
能
を

有
す
る
病
院
と
し
て
、
ま
た
、
病
院
の

規
模
及
び
診
療
科
目
は
、
高
萩
市
の
要

望
を
踏
ま
え
て
運
営
す
る
。」

　

協
定
書
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
現
在

ま
で
市
の
財
政
出
動
も
多
額
で
あ
り
、

市
民
が
熱
望
す
る
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

市
長
　
病
院
運
営
費
の
補
助
８
０
０
０

万
円
は
、
市
民
の
医
療
の
担
保
が
と
れ

る
と
理
解
し
て
、
補
助
金
の
交
付
は
妥

当
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
常

勤
医
師
の
確
保
は
、
県
あ
る
い
は
厚
生

連
に
対
し
て
も
、
二
次
医
療
圏
全
体
の

中
で
協
同
病
院
の
内
科
医
師
確
保
を
強

く
要
請
し
て
い
く
話
し
合
い
の
場
を
設

置
す
る
予
定
。

質
問　

市
民
の
生
活
道
路
で
あ
る
東
地

区
の
中
通
り
１
４
０
９
号
は
、
通
学
路

と
し
て
児
童
の
安
全
確
保
が
必
要
で
す
。

舗
装
打
ち
替
え
工
事
の
計
画
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
浜
野
町
踏
切
冠
水
対
策
の

進
捗
状
況
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
部
長
　
市
道
１
４
０
９
号
線

は
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
調
査
委
託
事

業
の
対
象
路
線
で
あ
り
、
年
度
内
に
策

定
し
た
計
画
を
基
に
、
緊
急
性
を
確
認

し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長
　
踏
切
の
大
雨
に
よ
る
冠
水
は
、

市
民
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
対
策
を
施
行
す
る

た
め
、
借
地
に
よ
る
事
業
と
し
て
進
行

す
る
。

小
宅
　
誠 

議
員

プロポーザルに提出されたイメージ図

【最優秀案のイメージパース】
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
整
備
工
事
に
つ

い
て

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
に
つ
い
て

○
高
萩
工
業
高
校
跡
地
（
サ
ッ
カ
ー
場

も
含
む
）
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
認
知
症
施
策
の
充
実
を
問
う

冠水した浜野町踏切

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　

医
療
に
つ
い
て

震
災
か
ら
の
市
道
の

　
　
　

復
興
に
つ
い
て
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人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て

質
問　

①
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
進
入
路
、

ト
イ
レ
、
水
飲
み
場
は
行
政
の
責
任
で

管
理
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な

い
の
は
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
る
か
ら

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
目
的
を

も
っ
て
設
計
す
る
こ
と
は
土
地
の
利
用

を
制
限
す
る
た
め
に
行
う
仕
事
で
あ
り

ま
す
。
②
明
秀
と
の
覚
書
で
は
、
土
地

を
処
分
す
る
場
合
は
茨
城
県
か
ら
取
得

し
た
価
格
を
基
準
と
し
、
ま
た
、
そ
れ

ま
で
支
払
わ
れ
た
賃
料
を
勘
案
す
る
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
覚
書
は
私

は
法
的
拘
束
力
が
な
い
と
判
断
し
て
お

り
ま
す
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
か
。
③
普
通
財
産
の
無
償
貸
し

付
け
は
今
の
条
例
に
抵
触
す
る
の
で
は

な
い
か
。

経
営
戦
略
部
長
　
①
明
秀
学
園
で
は
土

地
所
得
後
の
具
体
的
利
用
計
画
が
ま
だ

定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
条
例
制

定
に
合
わ
せ
進
入
路
、
ト
イ
レ
、
水
飲

み
場
の
敷
地
を
定
め
る
こ
と
は
将
来
の

土
地
利
用
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
時
点
で
は
大

変
難
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

市
長
　
②
覚
書
は
、
当
事
者
間
で
は
有

効
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
戦
略
部
長
　
③
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

場
の
条
例
を
来
年
４
月
ま
で
に
制
定
し
、

使
用
料
は
そ
の
中
で
示
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

進
入
路
等
は
市
民
が
サ
ッ
カ
ー

場
を
利
用
す
る
た
め
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
優
先
し
て
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

市
民
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
の
利
用
を

優
先
し
て
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
明

秀
の
利
用
を
優
先
す
る
の
か
。

経
営
戦
略
部
長
　
侵
入
路
等
の
利
用
の

確
保
は
明
秀
と
の
売
買
契
約
書
等
で
定

め
確
保
し
て
い
き
た
い
。

寺
岡
七
郎 

議
員

今
川
敏
宏 

議
員

人工芝サッカー場

高萩海岸「初日の出」

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
災
害
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て

一 般 質 問

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

質
問　

来
年
度
予
算
の
考
え
方
と
方
向

性
と
、
予
算
の
２
割
を
占
め
る
人
件
費

は
、
職
員
数
を
削
減
し
て
き
た
反
面
、

臨
時
職
員
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
定
住
人
口
の
確
保
、
少
子
化
対

策
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、
既
存
事
業

の
徹
底
的
見
直
し
と
再
構
築
で
、
効
率

的
、
効
果
的
に
持
続
可
能
な
市
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
臨
時
職
員
に
つ

い
て
は
、
退
職
職
員
の
再
任
用
制
度
活

用
し
、
事
務
を
補
完
す
る
臨
時
職
員
の

削
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

常
会
加
入
率
減
少
の
理
由
と
し

て
、
市
報
の
新
聞
折
込
み
の
こ
と
が
言

わ
れ
ま
す
が
、回
覧
板
に
よ
る
配
布
は
、

手
元
に
届
く
ま
で
に
時
間
差
が
生
じ
る

こ
と
や
、
常
会
未
加
入
者
に
は
配
布
さ

れ
な
い
と
い
う
不
公
平･

差
別
に
な
り
、

見
直
し
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

全
て
の
市
民
が
加
入
し
て
い
る
ゴ
ミ
集

積
所
の
グ
ル
ー
プ
を
活
か
せ
な
い
か
、

核
に
な
る
人
材
の
発
掘
育
成
の
た
め
の

予
算
化
、
若
い
世
代
の
参
加
を
促
す
た

め
、
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
制
度
の
条
件

に
地
域
行
事
参
加
を
付
加
で
き
な
い
か
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
ま
も
な
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
来

年
度
は
モ
デ
ル
地
区
事
業
と
し
て
選
定

し
た
地
区
を
支
援
し
な
が
ら
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。
そ
の
中
で
、
提
案
に
つ
い
て
協

議
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
行
財
政
健
全
化
と
地
域
活
性
化
に
つ

い
て

○
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
粗
造
成
地

利
活
用
計
画
に
つ
い
て

○
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

づ
く
り
に
つ
い
て
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一 般 質 問

鈴
木
英
樹 

議
員

作
山
里
美 

議
員

質
問　

高
萩
市
の
高
齢
者
に
対
す
る
健

康
増
進
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参

加
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ま
ず
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
　
健
康
増
進
事
業
と
し

て
は
、
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
、
各
種

健
診
事
業
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
し
て

は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
の
地
域
活
動
の

推
進
や
、
高
齢
者
大
学
、
公
民
館
活
動

な
ど
生
涯
学
習
活
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問　

行
政
と
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
方
に
対
し
て
、
せ

め
て
、食
事
づ
く
り
に
関
し
て
の
指
導
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
私

は
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
市
と
し
て
の

取
組
み
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
　
料
理
や
、
栄
養
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
動
機
づ
け
と
し
て
、

料
理
教
室
等
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
こ
も
り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
へ
の
ケ
ア
ー
も
兼
ね
た
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

市
長
は
、
平
成
27
年
度
の
重
点

分
野
と
し
て
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
生
涯

現
役
社
会
の
創
出
に
つ
い
て
も
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
　
３
か
年
で
、
県
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
在
宅
医
療
介
護
連
携
拠
点
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
介
護
が
必
要
な

状
態
の
高
齢
者
で
も
、
住
み
慣
れ
た
環

境
で
で
き
る
だ
け
長
く
過
ご
せ
る
よ
う

在
宅
医
療
、
介
護
の
切
れ
目
の
な
い
仕

組
み
を
構
築
し
、
生
涯
現
役
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
庁
舎
改
築
に
つ
い
て

質
問　

去
る
８
月
27
日
及
び
９
月
19
日

に
示
さ
れ
た
庁
舎
改
築
の
概
要
に
つ
い

て
、
小
田
木
市
長
は
こ
れ
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
議
会
の
多
数

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は

執
行
部
か
ら
示
さ
れ
た
先
行
き
５
年
間

の
財
政
指
標
か
ら
み
て
も
当
然
で
あ

る
。
国
か
ら
の
交
付
金
16
億
円
が
あ
る

と
い
っ
て
も
ぜ
い
た
く
は
許
さ
れ
な

い
。
身
の
丈
に
合
わ
せ
当
市
の
実
質
負

担
金
を
10
億
円
程
度
以
下
に
設
定
す
べ

き
で
は
。

市
長　

各
議
員
か
ら
の
異
論
に
つ
い
て
、

ま
だ
具
体
的
に
私
の
方
へ
届
い
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
そ
れ
が
届
き
次
第
な
お
精

査
し
ま
す
。
将
来
の
財
政
指
標
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
十
分
に
留
意
し
、
適
正

な
財
政
運
営
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
粗
造

成
地
利
活
用
計
画
に
当
該
地
内
３
ha
を

民
間
活
力
導
入
エ
リ
ア
と
し
て
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
私
は
反
対
で
す
。
ま
ず
景
観
が

悪
く
雇
用
を
生
ま
な
い
。
そ
し
て
、
幾

多
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と
も
資
料
と

し
て
持
っ
て
い
る
。

経
営
戦
略
部
長
　
ご
指
摘
の
あ
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
は
今
後
精
査
し
ま

す
。
メ
ー
ン
道
路
よ
り
北
側
約
３
ha
を

民
間
活
力
導
入
エ
リ
ア
に
し
た
理
由
は
、

南
側
に
示
さ
れ
て
い
る
公
園
施
設
の
管

理
財
源
確
保
を
考
え
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
今
後
よ
く
検
討
し
ま
す
。

グラウンドゴルフ

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
粗
造
成
地
利

活
用
計
画
案
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図

生
涯
現
役
社
会
の

　
　

創
出
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
住
宅

団
地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
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平
　
正
三 

議
員

田
所
和
雄 

議
員

一 般 質 問

質
問　

県
内
に
６
局
あ
る
Ｆ
Ｍ
の
設
立

は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
つ
く
ば
、
水
戸
Ｆ
Ｍ

ぱ
る
る
ん
、
Ｆ
Ｍ
ひ
た
ち
は
民
間
が
設

立
、
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
、
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
、
た

か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
は
行
政
が
主
導
し
て
災
害

Ｆ
Ｍ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
市
長
は

た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。
行
政
防
災
無
線

戸
別
受
信
機
設
置
費
用
が
１
台
当
た
り

７
万
８
３
０
０
円
、
戸
別
受
信
機
と
同

じ
機
能
を
持
ち
、
充
電
方
式
で
持
ち
運

び
が
自
由
な
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の

１
台
当
た
り
設
置
費
用
が
８
６
０
０
円
、

低
コ
ス
ト
で
設
置
で
き
る
緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
の
設
置
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
は
災
害
Ｆ
Ｍ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
後
の
身

近
で
き
め
細
や
か
な
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
有
効
な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
今
後
検
討
し

ま
す
。

質
問　

た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
は
、
消
防
施
設

と
同
様
に
災
害
に
対
応
し
た
施
設
で
あ

る
こ
と
を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
内
容
の
充
実
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
。

高
萩
協
同
病
院
問
題
に
つ
い
て

質
問　

高
萩
協
同
病
院
で
は
、
常
勤
の

内
科
医
師
が
い
な
く
な
り
、
内
科
の
外

来
患
者
を
他
の
病
院
、
医
院
へ
の
転
院

な
ど
、
市
民
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
内
科
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

市
長
　
厚
生
連
は
県
へ
の
医
師
確
保
の

依
頼
や
筑
波
大
、
東
北
大
に
医
師
招
聘

の
た
め
訪
問
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
市
と
し
て
、
県
や
厚
生
連
、
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
医
師
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
東
海
第
二
原
発
問
題
に
つ
い
て

質
問　

８
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
都
市

再
生
特
別
措
置
法
の
概
要
と
、
本
市
の

施
策
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

３
月
に
策
定
し
た
「
高
萩
市
公
共
施

設
等
管
理
計
画
基
本
方
針
案
」
で
は
、

２
０
３
５
年
に
は
本
市
の
人
口
が
２
万

２
０
０
０
人
程
度
ま
で
減
少
し
、
高
齢

者
人
口
割
合
が
40
％
に
な
る
の
を
前
提

に
、
公
共
施
設
の
大
幅
な
削
減
が
必
要

と
し
て
い
る
が
、
大
方
針
と
内
容
を
伺

う
。

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
に

過
大
な
負
担
を
掛
け
ぬ
よ
う
、
床
面
積

を
基
本
計
画
の
６
０
０
０
㎡
に
戻
し
、

総
事
業
費
を
小
さ
く
し
て
、
市
民
の
実

質
的
負
担
額
を
21
億
３
３
０
０
万
円

か
ら
基
本
設
計
時
の
９
億
８
５
０
０
万

円
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
。
所
感
を
伺

う
。

経
営
戦
略
部
長
　
改
正
都
市
再
生
特
別

措
置
法
は
、
医
療
福
祉
施
設
・
商
業
施

設
・
住
居
等
が
ま
と
ま
っ
て
立
地
し
、

高
齢
者
を
初
め
と
す
る
住
人
が
公
共
交

通
に
よ
り
こ
れ
ら
の
生
活
利
便
施
設
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
な
ど
、
福
祉
や
交
通

な
ど
も
含
め
て
都
市
全
体
の
構
造
を
見

直
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。
制
度
の
内
容
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
大
方
針
は
、
公
共
施
設
を

検
証
し
、
適
切
に
管
理
・
維
持
が
で
き

る
保
有
量
ま
で
削
減
す
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
現
在
の
保
有
面
積
15
万

４
０
０
０
㎡
を
38
％
、
約
５
万
８
０
０

０
㎡
削
減
し
、
コ
ス
ト
を
70
％
削
減
し

ま
す
。

　
新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
お
け
る
規
模

及
び
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
平
米
単
価

を
見
直
し
中
で
あ
り
、再
度
検
証
の
上
、

特
別
委
員
会
で
説
明
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
行
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

県北医療センター高萩協同病院

仮設庁舎と総合福祉センター

公
共
施
設
等
管
理
計
画
の
策
定
、

人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
創

り
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と

　

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
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一 般 質 問

大
森
要
二 

議
員

菊
地
正
芳 

議
員

質
問　

東
小
、
高
中
の
避
難
階
段
は
、

亜
鉛
メ
ッ
キ
（
高
価
）
の
処
理
上
に
滑

り
や
す
い
樹
脂
塗
装
を
な
ぜ
し
た
の
か
。

大
変
危
険
に
思
う
が
予
算
の
内
容
を
聞

く
。

教
育
部
長
　
設
計
者
か
ら
は
亜
鉛
メ
ッ

キ
塗
装
で
も
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
塗
装
で
も

滑
り
方
に
は
大
差
が
な
い
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

　

次
に
け
や
き
平
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
ま

で
車
を
上
げ
て
い
る
と
管
理
人
さ
ん
か

ら
聞
き
、
安
心
し
て
い
ま
す
が
、
行
政

の
対
応
は
他
人
ま
か
せ
の
悪
い
イ
メ
ー

ジ
ば
か
り
で
す
。
海
・
山
・
自
然
の
宝

庫
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
、
利
活
用
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
　
６
月
の
ご
答
弁
の
中
で
も
計
画

的
に
行
え
る
も
の
か
ら
優
先
し
て
整
備

を
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
ご
答
弁

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
私
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
私
自
身
は
確
認
を
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
協
会
の
理
事
に
現
地
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問　

市
民
に
地
域
内
外
か
ら
観
光
客

を
誘
致
す
る
活
動
に
腰
を
入
れ
て
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
恵

ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
生
産
と

観
光
振
興
を
図
り
、
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
改
善
策
を
検
討
願
い
た
い
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

質
問　

ま
ず
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
の
導
入
、
普
及
に
つ
い
て
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
特
に
、
聴
覚
障
が

い
者
や
内
部
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
言
語
障
が
い
な
ど
、
一
見
、
障
が

い
者
と
は
わ
か
ら
な
い
方
な
ど
が
、
病

気
等
や
緊
急
時
、
災
害
発
生
時
、
避
難

を
し
て
い
る
時
等
、
日
常
生
活
の
中
で

困
っ
た
際
に
提
示
し
て
、
周
囲
の
配
慮

や
手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す
る
た

た
め
に
も
、
市
民
が
総
ぐ
る
み
で
障
が

い
を
知
り
、
必
要
な
配
慮
が
実
践
で
き

る
関
係
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実

施
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
各
種
障
が
い
者
団
体

の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

質
問　

と
に
か
く
、
詐
欺
の
手
口
も
巧

妙
化
し
て
き
て
い
る
。
根
本
的
な
解
決

法
は
、
ニ
セ
電
話
を
受
け
な
い
、
話
さ

な
い
こ
と
。
留
守
番
電
話
は
効
果
的
な

対
策
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
留
守
番
機

能
の
あ
る
電
話
機
を
設
置
し
て
い
る
家

庭
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
で
「
注
意

喚
起
用
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ッ
カ
ー
」

ま
た
は
「
３
Ｄ
シ
ー
ル
」
の
配
布
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

経
営
戦
略
部
長
　
効
果
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

けやき平キャンプ場

高萩中学校の津波避難階段

ポップアップステッカー

め
の
も
の
で
あ

る
。
地
域
の
方

が
障
が
い
者
の

理
解
を
深
め
、

障
が
い
の
あ
る

方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に

も
、
積
極
的
に

進
め
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
県
内
各
自
治
体
の
動

向
を
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

次
に
、
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
養

成
講
座
の
実
施
に
つ
い
て
障
が
い
が
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
住
み
慣
れ
た
地
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
す
る

質
問　

６
月
定
例
会
と
同
様
、
花
貫
渓

谷
の
公
衆
ト
イ
レ
等
の
件
に
つ
い
て
再

度
質
問
し
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
全
く

改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
部
長
、
市
長
の

言
わ
れ
た
対
応
は
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
。

津
波
避
難
階
段
の

　
　
　

整
備
に
つ
い
て

観
光
地
の
施
設
整
備
、
け
や
き
平

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
に
つ
い
て

ニ
セ
電
話
詐
欺

　
　

防
止
対
策
に
つ
い
て
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大
足
光
司 

議
員

一 般 質 問

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

都
市
計
画
道
路
13
路
線
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
高
萩
停
車
場
線
３
・

５
・
２
号
線
の
進
捗
状
況
等
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
経
済
部
長
　
都
市
計
画
道
路
の
う

ち
、
未
完
了
の
11
路
線
が
見
直
し
の
対

象
で
す
。
進
捗
状
況
は
、
路
線
別
の
道

路
機
能
等
の
検
証
が
完
了
し
、（
仮
）
再

編
道
路
網
案
を
策
定
し
、
都
市
計
画
道

路
再
検
討
委
員
会
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民

へ
の
周
知
及
び
意
見
の
募
集
を
行
い
、

同
委
員
会
で
集
約
し
、
都
市
計
画
道
路

変
更
に
向
け
た
最
終
案
を
確
定
す
る
予

定
で
す
。

　
高
萩
停
車
場
線
３
・
５
・
２
号
は
市

長
よ
り
事
業
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
地
権
者
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

質
問　

駅
前
大
型
店
跡
地
の
利
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
駅
周
辺

地
域
の
地
権
者
と
話
し
合
い
等
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

市
長
　
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
の
人
口
減

少
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

原
因
は
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る
少
子

高
齢
化
、
高
萩
市
の
特
有
の
問
題
で
は

日
本
加
工
製
紙
の
倒
産
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
市
街
地
の

整
備
は
既
に
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い

る
の
で
、
必
要
な
機
能
の
効
果
的
・
効

率
的
な
維
持
更
新
に
努
め
、
誰
も
が
住

み
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
公
共

交
通
の
確
保
や
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
等
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

跡
地
や
空
き
店
舗
な
ど
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
所
有
者
と
情
報
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
店
舗
な
ど
の
誘
致
に

繋
げ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

舗装工事中の市道

総合防災訓練（高浜町）

ほか

　
11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
市
の
総
合
防

災
訓
練
に
お
い
て
、
前
回
に
引
き
続
き

災
害
対
策
支
援
本
部
の
設
置
訓
練
等
を

行
い
ま
し
た
。
市
議
会
は
、
東
日
本
大

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
４

月
に
議
員
も
災
害
対
策
に
参
加
し
、
支

援
す
る
た
め
の
組
織
を
定
め
ま
し
た
の

で
、
そ
の
実
施
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、市
災
害
対
策
本
部
設
置
後
、

議
会
の
支
援
本
部
を
設
置
し
、
各
地
域

の
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
訓
練
会

場
に
分
か
れ
て
意
見
収
集
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
高
萩
市
の
未
来
を
話
し
合
う

　﹃
私
た
ち
の
市
議
会
﹄（
Ａ
５
判
36

頁
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
、
市
制
施
行
60
周
年

を
記
念
し
て
発
行
し
た
も
の
で
す
。

市
議
会
が
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

議
会
に
つ
い
て
子
ど
も
に
も
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。
小
学

校
５
・
６
年
の
児
童
と
中
学
校
の
生

徒
に
配
付
し
ま
し
た
。

　
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
主
な
内
容

・
市
議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

・
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

・
市
議
会
議
員
っ
て
ど
ん
な
人

・
市
民
・
市
長
・
市
議
会
の
関
係
は

　
な
ど

議
会
災
害
対
策
支
援
本
部

設
置
訓
練
を
行
い
ま
し
た

議
会
紹
介
冊
子

中
心
市
街
地
の

　
　

活
性
化
に
つ
い
て
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第
１
班

矢
代
洋
三
　
菊
地
正
芳
　
大
森
要
二

飯
田
毅
昭
　
我
妻
康
伸

８
日
　
高
浜
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
研
修
室
）

９
日
　
上
君
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

◎
み
な
さ
ま
の
ご
意
見

・
津
波
避
難
階
段
が
当
初
設
計
と
違
う

の
で
は
。
ま
た
、
屋
上
フ
ェ
ン
ス
の

下
部
が
開
い
て
い
て
危
険
で
は
な
い

か
。

・
認
知
症
に
対
す
る
行
政
の
対
応
は
。

・
新
庁
舎
の
規
模
、
予
算
は
。

・
市
の
活
性
化
に
、
君
田
地
区
の
自
然

も
有
効
利
用
し
て
ほ
し
い
。

ほ
か
。

第
２
班

寺
岡
七
郎
　
鈴
木
英
樹
　
今
川
敏
宏

岩
倉
幹
良
　
小
宅
誠

第
３
班

篠
原
新
一
郎
　
平
正
三
　
作
山
里
美

田
所
和
雄
　
大
足
光
司

８
日
　
島
名
多
目
的
研
修
会
館

９
日
　
大
能
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

◎
み
な
さ
ま
の
ご
意
見

・
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と

と
、
情
報
を
公
開
し
て
ほ
し
い
。

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

・
山
間
部
の
地
籍
調
査
を
早
く
進
め
て

ほ
し
い
。

・
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
対
し
、
早
急
に

対
策
し
て
ほ
し
い
。

ほ
か
。

　
11
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
議
員
が
３
班
に
分
か

れ
て
、
市
内
６
会
場
で
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
は
、
市
民
に
身
近
な
代
表
機

関
と
し
て
、
公
平
性
と
透
明
性
を
確
保

し
、
市
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
て
、
平
成
26
年
３
月
の
定

例
会
に
お
い
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
議
会
報
告
会

を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
議
会
報
告
会
は
、
議
会
自
ら
が
地
域

に
出
向
き
、
直
接
、
市
民
の
皆
様
に
議

会
活
動
の
状
況
を
報
告
し
、
市
政
に
関

す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
関
心
や
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
初
め
に
９
月
の
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
議
案
等
の
概
要
と
議
決
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
後
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。意
見
交
換
で
は
、

出
席
者
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
整

理
し
、
議
会
に
関
す
る
も
の
と
行
政
に

関
す
る
も
の
に
振
り
分
け
を
し
て
、
行

政
に
関
す
る
も
の
は
市
執
行
部
へ
伝
え
、

議
会
に
関
す
る
も
の
は
今
後
調
査
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
様
子
は
た
か
は
ぎ
Ｆ

Ｍ
が
収
録
し
、翌
週
に
放
送
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

８
日
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

９
日
　
松
岡
地
区
公
民
館

◎
み
な
さ
ま
の
ご
意
見

・
県
内
市
町
村
ワ
ー
ス
ト
１
の
財
政
指

標
も
あ
り
、
市
に
は
お
金
が
な
い
と

判
断
し
て
よ
い
の
か
。

・
Ｆ
Ｍ
放
送
へ
の
補
助
は
、
市
民
が
納

得
で
き
る
よ
う
な
議
論
を
し
た
う
え

で
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
公
共
施
設
、
集
会
施
設
の
ト
イ
レ
を

洋
式
化
し
て
ほ
し
い
。

ほ
か
。
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議

誌

日

会

改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
霧
島
市
は
、
平
成
21
年
10
月
に
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
種
々
の
議
会
改

革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
市
で
も
議
会

基
本
条
例
を
平
成
26
年
３
月
に
制
定
し

て
お
り
、
先
行
す
る
議
会
改
革
の
運
用

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議

場
内
設
備
の
更
新
に
伴
い
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
利
用
し
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
で

表
示
す
る
採
決
方
式
と
す
る
な
ど
、
情

報
機
器
を
活
用
し
て
先
進
的
な
運
営
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
栖
市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
総
括

方
式
と
一
問
一
答
方
式
の
選
択
制
に
よ

る
一
般
質
問
を
導
入
し
て
お
り
、
約
９

割
が
一
問
一
答
方
式
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
12
月
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
の
中
継
や
、予
算
審
査
に
当
た
り
、

主
要
施
策
に
つ
い
て
事
業
別
の
資
料
の

提
出
を
執
行
部
に
求
め
る
な
ど
様
々
な

　
明
石
市
の
議
会
だ
よ
り
充
実
の
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
議
会
で
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
か
ら
、
市
議
会

の
情
報
を
的
確
・
迅
速
に
提
供
し
、
多

く
の
方
に
市
議
会
を
理
解
い
た
だ
く
た

め
で
し
た
。

　
ま
ず
、
見
て
も
ら
う
た
め
に
、
発
行

日
周
知
の
た
め
の
回
覧
の
作
成
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
読
ん
で
も
ら
う
た

め
、
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
内
容
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
記
事
の
選

択
や
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
し
て
い
ま

す
。

　
編
集
は
議
会
事
務
局
職
員
が
集
中
的

に
行
い
、
議
会
閉
会
後
20
日
後
に
は
発

行
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
紀
の
川
市
は
、
近
畿
市
町
村
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞
等
を
何
度
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。
当
市
と
同
様
、
委
員

会
が
主
体
と
な
っ
て
編
集
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
議
会
広
報
特
別
委

員
の
皆
様
が
出
席
さ
れ
、
両
市
の
議
会

だ
よ
り
を
見
な
が
ら
、
紙
面
づ
く
り
の

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
見
出
し
や

写
真
な
ど
大
事
な
点
を
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
～
７
日
　
議
会
運
営
委
員
会
視
察

８
・
９
日
　
議
会
報
告
会

10
日
　
萩
っ
子
（
子
ど
も
）
議
会

11
日
　
総
務
建
設
経
済
委
員
会

12
～
14
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
視
察

18
日
　
八
千
代
町
議
会
議
員
視
察
来
市

19
日
　
震
災
復
興
等
対
策
特
別
委
員
会

21
日
　
議
会
全
員
協
議
会

23
日
　
高
萩
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

27
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
震
災
復
興
等
対
策
特
別
委
員
会

30
日
　
高
萩
市
総
合
防
災
訓
練

２
日
　
第
２
回
日
立
・
高
萩
広
域
下
水
道
組
合

議
会
定
例
会

５
～
18
日
　
第
４
回
定
例
会

18
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

26
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
建
設
経
済
委
員
会

13
・
14
日
　
県
北
市
議
会
議
長
会
研
修
視
察

　
　
　（
千
葉
県
柏
市
）

15
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

21
日
　
常
磐
三
市
議
会
議
長
会

22
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・

　
　
　
定
例
会

23
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

30
日
　
議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
及
び
議
会
改
革
の
取
組
み

に
つ
い
て

11
月
４
日
～
11
月
６
日

○
鹿
児
島
県
霧
島
市

○
佐
賀
県
鳥
栖
市

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て

11
月
12
日
～
11
月
14
日

○
兵
庫
県
明
石
市

○
和
歌
山
県
紀
の
川
市

委
員
会
視
察
報
告

◇
議
会
運
営
委
員
会
◇

◆
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
◆

11
月

12
月

１
月
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※日程等が変更になることがあります。

た
か
は
ぎ
議
会
だ
よ
り
１
３
３
号

２
０
１
５
年
２
月
５
日
発
行

発
行
　
高
萩
市
議
会
　
　
発
行
責
任
者
　
議
　
長
　
吉
川
　
道
隆

〒
３
１
８
︱
８
５
１
１
　
茨
城
県
高
萩
市
春
日
町
３
︱
10
︱
16
　

電
話（
０
２
９
３
）２
３
︱
５
３
７
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
９
３
）２
４
︱
４
２
９
４

編

集

後

記

　
政
府
の
人
口
減
少
対
策
５
か
年

計
画
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
が
、
本
格
的
に

始
動
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て

も
、
人
口
減
少
対
策
、
雇
用
創
出

の
た
め
の
産
業
振
興
策
、
子
育
て

支
援
策
等
の
施
策
に
取
り
組
む
た

め
の
「
総
合
戦
略
」
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
意

向
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

意
見
を
述
べ
、
議
論
を
し
、
か
つ
、

税
金
の
使
途
で
あ
る
予
算
を
慎
重

に
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、さ
ら
に
研
鑚
を
重
ね
、

明
日
の
高
萩
の
た
め
に
前
向
き
な

議
論
を
進
め
、
行
政
と
手
を
携
え

て
、「
地
方
消
滅
」
を
脱
す
た
め

の
「
高
萩
版
創
生
戦
略
」
を
推
進

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　（
田
所
和
雄 

記
）

委
員
長
　
大
　
足
　
光
　
司

副
委
員
長
　
田
　
所
　
和
　
雄

委
　
　
員
　
今
　
川
　
敏
　
宏

　
　
　
　
　
岩
　
倉
　
幹
　
良

　
　
　
　
　
小
　
宅
　
　
　
誠

　
　
　
　
　
飯
　
田
　
毅
　
昭

　
　
　
　
　
我
　
妻
　
康
　
伸

議
会
だ
よ
り

　

編
集
特
別
委
員
会

　高萩市生まれ、高萩市育ちの私にとって、少
し寂しいことがあります。それは昨年度、つい
に市の人口が３万人を割ってしまったことで
す。配布される市報の「人口と世帯数」欄の数
字が毎月減少しています。
　そこで市の人口データについて調べたとこ
ろ、市の平成25年度出生数は、わずか187人で
す。また、65歳以上の割合が30％に対し、15
歳未満は、わずか11.5％です。このような数字
を見てしまうと、将来の高萩市が不安になりま
す。このまま極端に人口減少が進むと市民の生
活水準や生産機能の維持も少し困難になってし
まうかもしれません。
　議会等で市の活性化対策の議論と実行は勿
論、私たち市民一人一人も住みやすい自然と、
歴史ある文化の高萩の魅力を発信し、活力のあ
る高萩市にしなければ、と思うこの頃です。
・・・Ｉ　ＬＯＶＥ　ＴＡＫＡＨＡＧＩ・・・

３月６日（金）　本会議　議案上程
　　９日（月）　本会議　一般質問
　　10日（火）　本会議　一般質問
　　12日（木）　本会議　議案質疑　
　　13日（金）　文教厚生委員会
　　16日（月）　総務建設経済委員会
　　17日（火）　予算特別委員会
　　18日（水）　予算特別委員会
　　19日（木）　予算特別委員会
　　20日（金）　震災復興等対策特別委員会
　　24日（火）　本会議　採決

　高萩は海あり山あり豊富な自然の恵みに囲ま
れた美しい市です。春の新緑、夏の白き砂浜、
秋の花貫の紅葉、海の見えるダム、どれをとっ
ても高萩市は県内外の人々に誇れるものです。
この様に美しい私達の市の駅前の寂れようは、
言葉にいいあらわせません。駅前の活性化は駅
前の住民だけの問題ではありません。市全体の
問題です。駅前は人間で言えば顔です。市の顔
がこんなことでは駄目だと思います。役所、議
会、市民が三位一体となって駅前活性化のため
の多くの意見を求め一歩でも二歩でも前進でき
ることを願っております。
　さて、震災後の市の職員と議会が一丸となっ
ての復興に向けての取り組みはすばらしかった
と思います。優先順位を決め何から行うかを速
決しながら事業を行うのは大変厳しかったこと
と思います。これからも大変だと思いますが、
一日も早い市内全域の復興を心から願っており
ます。

　インターネットでの閲覧は、市のホームページ
の「高萩市議会」からお入りください。
　委員会のインターネット放送は、無料で利用で
きる動画配信サイトのユーストリームを利用して
います。使用環境によっては、見られない場合が
あります。

本町　関山　宏志さん 春日町　伊藤紀恵子さん

市 声の民

第１回定例会（３月）予定

傍聴においでください

インターネット ＦＭ
本会議 ○ ○
総務建設経済委員会
文教厚生委員会 ○ ○

予算特別委員会 ○ ○
震災復興等対策
　　　特別委員会 ○

インターネット・
ＦＭでの放送予定
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